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幕
末
争
乱
と
え
え
じ
ゃ
な
い
か
の
狂
乱

坂本龍馬（個人蔵／下関市立歴史博
物館寄託）

高杉晋作（萩博物館蔵）

多事多難な幕末維新期を
生き抜いた近江商人（後編）

　

禁
門
の
変
直
後
の
元
治
元
年（
一

八
六
四
）七
月
二
三
日
、
朝
廷
は
長

州
征
討
の
命
を
く
だ
し
た（
第
一
次

征
長
）。
命
を
承
け
た
幕
府
は
、西
国

二
一
藩
に
出
兵
を
命
じ
、
八
月
に
は

将
軍
家
茂
の
進
発
を
布
告
、
一
一
月

一
八
日
を
総
攻
撃
の
日
と
決
め
、
総

計
一
五
万
の
軍
兵
が
長
州
藩
境
を
取

り
囲
ん
だ
。

　

こ
れ
に
対
し
て
、
尊
攘
派
の
勢
力

が
衰
え
て
佐
幕
派
が
藩
政
を
掌
握
し

て
い
た
長
州
藩
で
は
、
謝
罪
恭
順
の

意
を
示
し
、
征
長
総
督
府
の
意
向
を

受
け
て
、
禁
門
の
変
の
直
接
指
揮
者

で
あ
る
三
人
の
家
老
に
自
刃
を
命
じ

　今日の世界規模のコロナ禍は、すでに足かけ２年におよび、人びとの日常生活の鬱積には、
はかり知れないものがある。容易に先の見通せない時代であることが、社会に一層不安や
動揺、混乱をもたらしている。
　鬱屈の霧に包まれたような近頃の世相を、客観的に映し出す鏡の役割を歴史に求めるこ
とは、心の静穏をもたらす一服の清涼剤ともなるであろう。
　ほんの170年ほど前の黒船襲来に始まる幕末維新期は、四半世紀にも満たない短期間に、
疫病コレラの蔓延をはじめ多事多難な出来事が次々に突発生起した。そのなかを生き抜い
た先人、近江商人の足跡を史実に則してたどることにしよう。

た
。
そ
の
結
果
、
三
家
老
を
犠
牲
に

し
て
、
戦
火
を
交
え
る
こ
と
な
く
長

州
藩
へ
の
攻
撃
は
中
止
さ
れ
、
征
長

軍
は
一
二
月
二
七
日
に
撤
兵
し
た
。

　

一
方
、
長
州
藩
で
は
こ
の
直
後
の

元
治
元
年
一
二
月
～
翌
年
初
め
に
か

け
て
、
高
杉
晋
作
ら
に
よ
る
大
規
模

な
内
乱
が
起
こ
り
、
こ
れ
に
勝
利
し

た
討
幕
派
と
い
わ
れ
る
木
戸
孝
允
ら

の
藩
政
首
脳
部
は
、
土
佐
の
坂
本
龍

馬
を
介
し
て
西
郷
隆
盛
ら
薩
摩
藩
と

薩
長
同
盟
を
結
び
、
武
備
恭
順
を
唱

え
て
抗
戦
の
構
え
を
と
っ
た
。
幕
府

は
長
州
が
容
易
な
ら
ざ
る
企
て
を
図

り
、
外
国
商
人
と
秘
か
に
取
引
し
て

い
る
と
し
て
再
度
征
長
を
上
奏
し
、

慶
応
元
年（
一
八
六
五
）九
月
に
勅
許

を
得
て
、
翌
二
年
六
月
よ
り
長
州
藩

軍
と
の
戦
闘
が
開
始
さ
れ
た（
第
二

次
征
長
）。

　

挙
藩
体
制
を
固
め
た
長
州
側
に
対

し
て
、
幕
府
側
は
、
大
坂
・
江
戸
で

の
打
ち
こ
わ
し
や
百
姓
一
揆
に
脅
か

さ
れ
、
か
つ
戦
況
も
不
利
で
あ
っ
た
。

結
局
、
幕
府
側
は
八
月
二
〇
日
の
一

四
代
将
軍
家
茂
の
大
坂
城
で
の
病
没

を
機
に
八
月
休
戦
、
そ
の
年
の
暮
一

二
月
二
五
日
の
孝
明
天
皇
の
崩
御
を

契
機
と
し
て
、
翌
慶
応
三
年
一
月
二

三
日
に
長
州
征
討
は
失
敗
の
う
ち
に

終
わ
っ
た
。

　

彦
根
藩
領
民
で
あ
る
と
同
時
に
、

江
戸
・
京
都
・
大
坂
の
幕
領
三
都
に

出
店
し
、
諸
株
仲
間
に
加
入
し
て
い

る
近
江
商
人
の
丁
子
屋
小
林
吟
右

衛
門
家（
以
後
商
号
、
丁
ち
ょ
う

吟ぎ
ん

、
現
・

チ
ョ
ー
ギ
ン
㈱
）は
、幕
府
か
ら
の
御

用
金
、
調
達
金
の
賦
課
に
も
応
分
の

出
金
を
し
た
。
慶
応
年
間
に
な
る
と
、

幕
府
へ
の
出
金
は
急
増
し
た
。
慶
応

元
年
五
月
三
日
に
、
江
戸
の
南
町
奉

行
所
に
呼
び
出
さ
れ
、
三
〇
〇
〇
両

の
御
用
金
を
命
じ
ら
れ
、
そ
れ
を
三

回
に
分
け
て
一
〇
〇
〇
両
ず
つ
拠
出

し
た
。
こ
れ
は
第
二
次
征
長
費
の
調

達
で
あ
っ
た
。

　

ま
た
、
大
坂
で
始
ま
っ
た
打
ち
こ

わ
し
の
火
が
東
進
し
た
結
果
、
江
戸

周
辺
に
も
引
火
し
、
慶
応
二
年
五
月

二
八
日
に
は
江
戸
の
豊
島
・
葛
飾
や

品
川
宿
で
打
ち
こ
わ
し
が
始
ま
っ
た
。

丁
吟
江
戸
店（
呉
服
太
物
問
屋
）で
は
、

状
況
を
察
し
て
前
日
か
ら
近
隣
の
窮

民
へ
施
し
金
を
準
備
し
て
い
た
矢
先

の
六
月
三
日
午
前
一
〇
時
頃
に
店
が

襲
わ
れ
、
大
勢
の
見
物
人
が
詰
め
か

け
た
。

　

発
端
は
、
一
四
～
一
五
歳
ほ
ど
の

子
供
が
や
っ
て
来
て
暖の
れ
ん簾
を
は
ず
し

て
破
っ
た
の
で
、
店
員
が
こ
れ
を
制

し
て
い
る
と
、
に
わ
か
に
大
人
数
が

集
ま
り
、騒
ぎ
に
な
っ
た
。江
戸
店
で

は
家
を
荒
ら
さ
れ
、
商
品
を
往
来
に

持
ち
出
さ
れ
て
、
ド
ブ
に
捨
て
ら
れ

た
が
、店
員
に
怪
我
人
も
な
く
、そ
の
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丁吟江戸店の打ちこわし（『江戸東京実見画録』岩波文庫より）

日
の
う
ち
に
営
業
を
再
開
し
た
。
そ

し
て
準
備
し
て
い
た
救
き
ゅ
う

恤じ
ゅ
つ

用よ
う

の
施

し
金
三
二
六
両
を
、
出
店
の
あ
る
堀ほ
り

留ど
め

や
近
所
の
町
々
の
一
二
八
五
人
へ

配
布
し
た
。
こ
の
出
来
事
は
、
人
々

に
強
い
印
象
を
与
え
、
鹿
島
万
兵
衛

『
江
戸
の
夕
映
え
』
や
長
谷
川
渓
石

『
実
見
画
録
』に
も
記
録
さ
れ
て
い
る
。

　

第
二
次
征
長
が
失
敗
に
終
わ
り
、

幕
府
の
為
政
者
と
し
て
の
権
威
が
失

墜
し
た
慶
応
三
年（
一
八
六
七
）夏
か

ら
翌
年
春
に
か
け
て
、
世
の
中
の
こ

と
は
ど
う
で
も
い
い
じ
ゃ
な
い
か
と

い
う
意
味
の
は
や
し
言
葉
を
発
し
な

が
ら
、
男
子
が
女
装
し
女
子
が
男
装

し
な
が
ら
狂
喜
乱
舞
す
る
、「
え
え

じ
ゃ
な
い
か
」
と
呼
ば
れ
る
独
特
の

狂
乱
状
態
が
近
畿
・
東
海
を
中
心
に

広
範
囲
に
わ
た
っ
て
現
れ
た
。
そ
れ

は
幕
末
動
乱
の
な
か
で
の
、
方
向
性

を
も
た
な
い
一
種
の
世
直
し
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
大
衆
的
爆
発
で
あ
っ
た
。　

　

近
江
商
人
の
塚
本
定
右
衛
門
家
に

は
、
川か
わ

並な
み

村
の
本
宅
に
降
っ
た
天
照

皇
大
神
の
お
札
に
ま
つ
わ
る
騒
動
が

次
の
よ
う
に
伝
え
ら
れ
て
い
る（『
塚

本
家
譜
』）。

　

慶
応
三
年
一
一
月
二
七
日
の
夜
、

本
宅
表
門
付
近
の
屋
根
に
剣
形
の
お

札
が
降
っ
て
い
る
の
を
通
り
が
か
り

の
婦
人
が
知
ら
せ
た
。
塚
本
家
で
は
、

寺
子
屋
師
匠
川
島
俊
三
と
医
師
の
塚

本
主
税
に
の
み
知
ら
せ
、
そ
の
夜
は

お
札
降
下
の
公
表
を
見
合
わ
せ
、
京

呉
服
問
屋
に
居
た
当
主
の
二
代
目
定

右
衛
門（
定さ
だ

次じ

）へ
急
使
を
立
て
た
。

日
頃
は
物
事
に
動
じ
な
い
沈
毅
な
定

次
で
あ
っ
た
が
、
友
禅
縮
緬
の
襦
袢

を
何
十
枚
も
用
意
し
て
、
即
座
に
帰

宅
し
た
。

　

翌
朝
か
ら
「
え
え
じ
ゃ
な
い
か
、

〳
〵
」
と
近
隣
の
人
々
が
雪
崩
を

う
っ
て
流
れ
込
む
事
態
と
な
っ
た
。

塚
本
家
で
は
、
土
足
で
上
が
ら
れ
る

の
は
覚
悟
の
上
で
あ
り
、
表
三
間
と

納
戸
、
台
所
の
畳
を
裏
返
し
に
敷
い

た
。
座
敷
の
中
央
に
は
箪た
ん

笥す

の
引
出

し
を
積
み
重
ね
た
壇
上
に
一
夜
拵こ
し
らえ

の
神
殿
を
建
立
し
、
炊
事
場
を
設
け

て
赤
飯
を
拵
え
、
三
角
形
に
き
っ
て

う
ず
高
く
盆
に
盛
っ
て
供
え
、
酒
は

薦こ
も

被か
ぶ

り
に
柄ひ

杓し
ゃ
くを
そ
え
て
出
し
た

　

親
類
の
嫁よ
め

御ご

も
出
入
の
若
衆
も
そ

の
家
々
で
意
匠
を
凝
ら
し
た
半は
ん

纏て
ん

を

着
て
い
た
。
定
次
は
京
か
ら
持
ち

帰
っ
た
友
禅
縮
緬
に
榊さ
か
きと

御ご

幣へ
い

の
交

叉
し
た
半
纏
を
羽
織
り
、
赤あ
か

襷た
す
きに

後

ろ
鉢
巻
き
の
派
手
姿
で
、
平
素
の
手

前
、浮
か
れ
る
こ
と
も
な
ら
ず
、八
畳

の
間
に
腰
を
据
え
て
、
た
だ
ニ
コ
ニ

コ
し
て
い
た
。
踊
り
込
み
も
終
わ
っ

た
深
夜
、
定
次
は
襦じ
ゅ

袢ば
ん

姿
の
ま
ま
で

仏
前
に
夕
べ
の
読
経
礼
拝
を
務
め
た
。

　

三
日
間
の
お
祭
り
も
済
ん
で
、
鎮

守
の
森
へ
の
神
送
り
の
段
に
な
る
と
、

七
歳
の
政
七（
後
の
三
代
目
定
右
衛

門
）が
稚ち

児ご

の
扮
装
を
し
て
肩
車
に

乗
り
、
定
次
・
原げ
ん

三ぞ
う

・
佐
兵
衛
等
の

旦
那
衆
も
仮
装
を
し
て
雪ぼ
ん

洞ぼ
り

や
手
燭

を
持
っ
て
練
り
歩
い
た
。
百
鬼
夜
行

の
よ
う
な
浮
か
れ
方
は
、
維
新
前
夜

の
時
節
な
ら
で
は
の
芸
当
で
あ
っ
た
。

外
村
与
左
衛
門
家
、
松
居
久
左
衛
門

家
等
の
他
の
近
江
商
人
の
豪
商
の
本

宅
に
も
お
札
が
降
り
、
同
様
の
乱
痴

気
騒
ぎ
が
起
き
た
。

２代目小林吟右衛門（近江商人郷土館蔵）

ええじゃないか踊り
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「伊勢藤借財写留」（近江商人郷土館蔵）

　

京
都
の
両
替
商
伊
勢
屋
藤
兵
衛
こ

と
、
通
称
伊い

勢せ

藤と
う

が
文
久
元
年（
一

八
六
一
）一
一
月
に
突
然
倒
産
し
た

波
紋
を
、
最
大
の
被
害
者
丁
吟
に
残

さ
れ
た
史
料
に
基
づ
い
て
、
幕
末
の

目
ま
ぐ
る
し
い
金
銀
貨
幣
取
引
に
よ

る
金
融
事
件
と
、
危
機
に
臨
ん
で
の

丁
吟
の
二
代
目
吟
右
衛
門
の
対
応
を

見
定
め
よ
う
。

　

伊
勢
藤
は
、
京
都
の
東
と
西
の
町

奉
行
所
の
金
銀
取
扱
に
従
事
す
る
一

三
名
の
掛か
け

屋や

両
替
商
の
一
人
で
あ
り
、

江
戸
の
塩
河
岸
に
出
店
伊
勢
屋
嘉
蔵

（
伊
勢
嘉
）を
持
つ
京
都
の
有
力
な
両

替
商
で
あ
っ
た
。

　

京
都
麩
屋
町
三
条
上
ル
に
あ
っ
た

こ
の
伊
勢
藤
が
、
文
久
元
年
一
一
月

七
日
に
突
然
休
店
し
た
。
休
店
と
は

い
え
、
債
務
超
過
に
よ
る
事
実
上
の

倒
産
で
あ
る
。
続
い
て
同
月
一
一
日

に
は
江
戸
の
伊
勢
嘉
も
休
店
し
た
。

伊
勢
藤
倒
産
時
の
取
引
先
総
数
二
一

二
口
の
う
ち
、
判
明
す
る
取
引
先
の

地
域
分
布
は
、京
都
を
中
心
に
近
江
・

山
城
・
丹
後
・
大
坂
の
近
国
四
ヶ
国

に
集
中
し
て
い
る
。

　

し
か
し
、
何
と
い
っ
て
も
伊
勢
藤

と
の
最
大
の
取
引
先
は
近
江
商
人
で

あ
っ
た
。

　

伊
勢
藤
の
倒
産
時
の
純
負
債
額

は
、
金
五
二
万
五
三
四
一
両
と
銀
三

六
〇
七
貫
三
九
六
匁
に
も
及
ぶ
も
の

で
あ
っ
た
。
そ
の
う
ち
近
江
商
人
四

七
口
と
の
取
引
は
、
借
入
が
金
三
七

万
八
八
五
三
両
と
銀
一
一
三
五
貫
五

九
二
匁
で
あ
り
、
貸
付
が
五
万
四
一

〇
〇
両
と
銀
七
七
一
貫
四
七
九
匁
に

上
っ
て
い
た
。

　

神
崎
郡
・
愛
知
郡
に
本
宅
を
有
す

る
、
外
村
与
左
衛
門
・
阿
部
市
郎
兵

衛
・
松
居
久
右
衛
門
・
小
林
吟
右
衛

門
・
塚
本
武
右
衛
門
・
小
泉
新
助
・

松
居
太
七
・
市
田
源
左
衛
門
・
塚
本

定
右
衛
門
・
外
村
宇
兵
衛
・
藤
井
善

９　

メ
イ
ン
バ
ン
ク
の
倒
産
と
事
後
処
理

助
・
高
田
善
右
衛
門
等
の
代
表
的
な

近
江
商
人
が
ほ
と
ん
ど
含
ま
れ
て
い

る
。
な
か
で
も
愛
知
郡
小こ

田た

苅か
り

村
の

丁
吟（
現
・
㈶
近
江
商
人
郷
土
館
）

と
神
崎
郡
位い
ん

田で

村
の
松
居
久
右
衛
門

家
の
伊
勢
藤
と
の
取
引
は
、
群
を
抜

い
て
多
額
で
あ
る
。
そ
の
額
は
、
金

貨
だ
け
で
も
丁
吟
の
預
け
金
は
一
三

万
三
二
五
一
両
に
上
り
、
松
居
久
右

衛
門
の
そ
れ
は
一
一
万
両
で
あ
っ
た
。

ま
さ
に
、
近
江
商
人
の
メ
イ
ン
バ
ン

ク
の
倒
産
で
あ
る
。

　

文
久
元
年
一
一
月
七
日
の
伊
勢
藤

の
休
店
は
、
蓄
積
の
大
部
分
を
伊
勢

藤
と
の
取
引
に
注
ぎ
込
ん
で
い
た
丁

吟
に
と
っ
て
は
、
大
き
な
衝
撃
で

あ
っ
た
。当
日
巳み

の
刻こ
く（
午
前
一
〇
時

頃
）に
京
店
か
ら
発
信
さ
れ
た
、当
年

二
月
に
開
店
し
た
ば
か
り
の
両
替
業

務
の
大
坂
店
宛
の
書
簡
は
、
緊
急
事

件
突
発
を
知
ら
せ
る
と
同
時
に
、
事

後
対
策
と
し
て
為
替
受
払
を
滞
り
な

く
行
う
よ
う
に
繰
り
返
し
念
を
押
し

て
い
る
。
翌
八
日
の
大
坂
店
宛
の
京

店
か
ら
の
書
簡
は
、
事
件
当
日
の
京

店
の
様
子
を
「
足
も
萎な

え
、
張
り
合

い
も
な
く
な
り
、
男
泣
き
す
る
し
か

な
く
、
ま
っ
た
く
途
方
に
暮
れ
て
い

た
」、
と
伝
え
、
さ
ぞ
か
し
大
坂
店
も

同
様
で
あ
ろ
う
と
シ
ョ
ッ
ク
の
大
き

さ
を
正
直
に
吐
露
し
て
い
る
。

　

伊
勢
藤
の
倒
産
に
よ
っ
て
一
二
万

両
余
も
の
貸
倒
れ
が
明
ら
か
に
な
っ

た
丁
吟
に
対
し
て
、
連
鎖
倒
産
、
経

営
危
機
に
見
舞
わ
れ
る
の
で
は
な
い

か
と
の
周
囲
の
危
惧
が
高
ま
っ
て
き

た
。
一
一
月
一
六
日
の
京
店
か
ら
大

坂
店
へ
当
て
た
書
簡
で
は
、
丁
吟
の

為
替
取
組
が
不
渡
り
に
な
る
こ
と
を

警
戒
さ
れ
て
い
る
状
況
で
は
、
為
替

取
組
も
無
理
す
る
こ
と
な
く
、
暫
く

見
合
わ
せ
る
こ
と
、
大
坂
店
で
入
用

な
だ
け
の
金き
ん

子す

は
い
つ
で
も
京
店
か

ら
送
る
用
意
が
あ
る
こ
と
、
そ
れ
に

為
替
の
払
い
も
峠
を
越
し
た
の
で
心

配
に
は
及
ば
な
い
。
先
方
か
ら
為
替

の
取
組
の
依
頼
が
あ
れ
ば
適
宜
に
取

り
計
ら
う
よ
う
に
、
と
申
し
送
っ
て

い
る
。

　

一
一
月
二
八
日
に
は
、
開
設
し
た

ば
か
り
の
大
坂
店
閉
鎖
の
こ
と
が
本

決
ま
り
と
な
っ
た
。
大
坂
か
ら
の
撤

退
に
際
し
て
、
京
店
に
在
店
し
て
い

た
二
代
目
吟
右
衛
門
は
、
同
じ
二
八

日
に
自
ら
筆
を
執
っ
て
大
坂
店
の
店

員
へ
書
簡
を
送
り
、
大
災
難
に
遭あ

っ

た
時
に
は
事
後
の
措
置
こ
そ
大
切
で

あ
る
こ
と
を
次
の
よ
う
に
諭
し
た
。

大
坂
店
は
一
時
引
き
払
っ
て
時

節
を
俟ま

つ
こ
と
に
し
た
。
大
切

な
こ
と
は
、
外
聞
に
こ
だ
わ
る

よ
り
も
事
後
の
行
届
い
た
手
当

を
す
る
こ
と
で
あ
り
、
そ
う
す

れ
ば
世
間
の
好
印
象
を
得
て
取

引
に
不
自
由
す
る
こ
と
は
な
い
。

こ
こ
は「
立た
つ

鳥と
り

跡
を
濁
さ
ず
」と

い
う
こ
と
が
肝
心
で
あ
る
。
自

分
は
幼
少
時
か
ら
不
慮
の
災
難

に
出
遭
っ
て
き
た
が
、
そ
の
時

は
慎
重
に
事
を
処
す
れ
ば
、
ま

た
商
売
も
自
然
と
回
復
し
手
広

に
な
る
も
の
な
の
で
、
こ
の
伊

勢
藤
の
倒
産
に
際
し
て
も
こ
れ

ら
の
こ
と
に
思
い
を
巡
ら
す
こ

と
が
大
切
で
あ
る
。

　

こ
の
時
の
二
代
目
吟
右
衛
門
の
年

齢
は
六
三
歳
、
半
生
を
賭
け
た
蓄
積

が
水
泡
に
帰
し
た
の
で
あ
る
。
伊
勢

藤
の
倒
産
が
多
額
の
振
込
依
頼
に
応

じ
た
直
後
だ
っ
た
だ
け
に
、
長
年
の

取
引
の
信
頼
を
裏
切
ら
れ
た
吟
右
衛

門
の
憤
怒
は
激
し
く
、
内
心
の
無
念

の
思
い
を
手
記
に
遺
し
て
い
る
。
た

だ
し
対
外
的
に
は
、
泰
然
と
し
て
為

替
の
受
払
や
預
り
金
の
払
戻
し
に
応

じ
、
大
坂
店
の
店
員
に
向
か
っ
て
、

自
己
の
体
験
を
通
し
て
大
災
難
に
出

遭
っ
た
時
の
事
後
処
理
の
大
切
さ
を

「
立
鳥
跡
を
濁
さ
ず
」
と
諭
し
た
書

簡
は
、
迅
速
で
的
確
な
指
示
で
あ
り
、

世
間
に
対
し
て
好
印
象
を
与
え
、
丁

吟
再
建
の
契
機
と
な
っ
た
。
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10　

時
代
の
機
先
を
制
す
る
ア
ン
テ
ナ

　

幕
末
か
ら
明
治
初
期
に
か
け
て
の

大
変
革
期
を
、
近
江
商
人
は
ど
の
よ

う
に
対
応
し
た
の
だ
ろ
う
か
、
神
崎

郡
の
五
個
荘
川
並
を
本
宅
と
す
る
塚

本
定
右
衛
門
家（
現
・
ツ
カ
モ
ト
コ
ー

ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
）の
動
向
を
通
し
て

見
て
み
よ
う（『
紅
屋
三
翁
』）。

　

こ
の
時
期
、当
主
の
塚
本
定
次（
二

代
目
定
右
衛
門
）、そ
の
弟
の
塚
本
正

之
の
兄
弟
、
妹
の
塚
本
「
さ
と
」
の

夫
の
原
三
を
始
め
と
す
る
塚
本
一
統

は
、商
業
経
営
に
多
忙
を
極
め
た
。元

治
元
年（
一
八
六
四
）七
月
一
九
日
の

禁
門
の
変
に
よ
っ
て
京
都
の
六
角
店

の
名
前
で
作
成
さ
れ
た
「
家
内
申
合

書
」
で
あ
る
。
前
文
の
大
意
は
以
下

の
よ
う
に
ま
と
め
ら
れ
る
。

「
親
や
先
祖
か
ら
の
家
業
と
家
名
を

相
続
す
る
本
来
の
意
義
は
、
奢
り
と

浪
費
を
慎
み
、
勤
倹
に
徹
し
、
立
身

出
世
を
目
指
し
て
良
友
に
馴
染
な
が

ら
各
自
そ
れ
ぞ
れ
の
任
務
に
励
む
こ

と
に
変
わ
り
は
な
い
。
し
か
し
な
が

ら
、
世
の
人
心
が
動
揺
す
れ
ば
商
売

も
成
り
立
た
ず
迷
惑
を
蒙
る
と
こ
ろ

を
、
日
本
全
国
ど
こ
に
お
い
て
も
遅

滞
な
く
商
い
が
で
き
る
の
は
、
こ
の

度
成
立
し
た
明
治
新
政
府
の
お
蔭
で

あ
る
。
よ
っ
て
、
時
に
応
じ
て
新
政

府
に
よ
っ
て
発
布
さ
れ
る
諸
規
則
類

を
遵
じ
ゅ
ん

守し
ゅ

し
て
生
業
に
励
ま
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。」

　

こ
の
前
文
で
注
目
す
べ
き
は
、
商

家
の
働
き
方
や
任
務
は
従
来
と
変
わ

り
は
な
い
が
、
日
本
全
国
ど
こ
に
お

い
て
も
平
和
裡り

に
商
い
に
従
事
で
き

る
の
は
明
治
新
政
府
の
お
蔭
で
あ
る
、

と
成
立
し
た
ば
か
り
の
明
治
新
政
府

を
全
国
統
一
権
力
と
し
て
、
明
治
二

年
一
月
の
時
点
で
早
々
に
是
認
し
て

い
る
こ
と
で
あ
る
。

　

次
い
で
、
簡
潔
な
項
目
に
ま
と
め

ら
れ
た
六
箇
条
の
心
得
る
べ
き
そ
れ

ぞ
れ
の
箇
条
に
は
、
分
か
り
や
す
い

補
説
が
付
け
ら
れ
て
い
る
。

第
一
条　
「
華
主
の
利
益
を
謀
る
」の

補
説
。
出
張
先
で
は
客
方
の
好
み
の

商
品
を
売
り
切
れ
も
の
が
な
い
よ
う

に
準
備
す
る
こ
と
。
注
文
を
受
け
た

際
は
、
少
量
で
あ
っ
て
も
迅
速
に
対

応
す
る
こ
と
。
得
意
先
の
方
か
ら
来

店
し
た
場
合
は
、
行
儀
正
し
く
応
接

す
る
こ
と
。万
一
、行
き
違
い
が
あ
っ

て
も
大
声
で
言
い
争
わ
ず
、
担
当
の

上
司
と
相
談
の
上
で
、
不
都
合
の
な

い
よ
う
に
取
り
計
ら
う
こ
と
。
そ
う

す
れ
ば
、
自
然
に
売
上
高
も
増
え
て

利
益
も
増
加
す
る
こ
と
を
天
理
と
し

て
よ
く
心
得
て
お
く
こ
と
。

第
二
条　
「
元
方
な
ら
び
に
定
宿
の

好
評
を
得
る
」
の
補
説
。
商
品
仕
入

れ
に
赴
い
た
場
合
は
、
仕
入
先
に
対

し
て
値
段
交
渉
に
お
い
て
は
厳
し
い

吟
味
が
必
要
で
あ
る
が
、
支
払
い
は

無
理
な
取
引
を
せ
ず
、
言
葉
遣
い

も
丁
寧
に
柔
和
で
あ
る
べ
き
で
あ
る
。

と
く
に
仕
入
で
は
潮
時
を
図
る
こ
と

が
大
事
で
あ
り
、
緩
急
を
は
ず
さ
な

い
こ
と
が
肝
要
で
あ
る
。
ま
た
、
定

宿
等
に
お
い
て
は
客
顔
を
せ
ず
、
相

客
衆
よ
り
へ
り
く
だ
り
、
必
ず
無
礼

な
言
動
は
慎
む
こ
と
。
た
と
え
朝
夕

の
食
事
内
容
が
粗
末
で
あ
ろ
う
と
も
、

あ
て
つ
け
が
ま
し
い
振
舞
い
を
せ
ず
、

無
益
な
些さ

事じ

で
争
わ
な
い
こ
と
。

第
三
条　
「
出
立
と
帰
宅
」
は
、出
張

営
業
の
心
得
で
あ
る
。
掛
け
取
り
に

出
か
け
た
先
で
、
の
ん
び
り
と
長
た

ば
こ
し
な
が
ら
、
世
間
話
に
時
を
つ

い
や
す
こ
と
は
、
商
談
が
間
延
び
し

て
差
支
え
が
生
じ
、
ま
た
出
張
日
限

に
遅
れ
の
出
る
原
因
に
も
な
る
の
で
、

寸
暇
を
惜
し
ん
で
業
務
に
励
み
、
規

定
の
日
限
以
内
に
帰
店
す
る
こ
と
。

第
四
条　
「
附
合
ひ
の
心
得
」
は
、日

常
生
活
の
倹
約
の
心
掛
け
で
あ
る
。

最
近
は
商
談
交
際
の
必
要
上
と
と
な

え
て
、
出
費
を
厭
わ
な
い
傾
向
が
あ

る
の
は
大
い
に
問
題
が
あ
る
。
た
と

え
一
身
上
の
祝
い
事
で
あ
っ
て
も
、

過
分
の
贅
沢
は
あ
る
ま
じ
き
こ
と
で

あ
る
の
に
、
若
年
時
に
将
来
の
不
為

も
考
え
ず
、
無
益
の
出
費
を
重
ね
る

よ
う
に
な
る
と
、
い
つ
と
は
な
く
内

証
の
借
銭
が
重
な
っ
て
、
そ
の
場
の

口
先
で
と
り
つ
く
ろ
い
、
あ
れ
こ
れ

と
心
乱
れ
て
、
仕
事
の
務
め
も
お
ろ

そ
か
に
な
り
、
心
身
と
も
に
萎
縮
し

て
し
ま
う
も
の
で
あ
る
。
つ
ま
る
と

こ
ろ
は
、
身
か
ら
出
た
錆
に
よ
っ
て

面
倒
な
こ
と
に
追
い
込
ま
れ
、
身
を

誤
る
よ
う
な
者
も
出
る
よ
う
に
な
る
。

そ
れ
は
極
め
て
残
念
こ
と
で
あ
る
。

今
後
は
、
営
業
上
の
懇
意
な
得
意
先

で
あ
っ
て
も
、
無
益
で
無
駄
な
付
き

合
い
や
接
待
は
廃
止
す
べ
き
で
あ
る
。

第
五
条　
「
病
を
慎
み
過
を
改
む
」

は
、
病
気
や
身
持
ち
の
振
舞
い
に
関

す
る
条
項
で
あ
る
。
旅
先
で
同
僚
が

病
気
に
な
っ
た
り
、
好
ま
し
く
な
い

挙
動
が
あ
れ
ば
、
仲
間
内
で
介
抱
し

は
類
焼
し
た
。
そ
の
時
、
店
に
居
合

わ
せ
た
の
は
、
定
次
、
正
之
、
原
三

を
含
む
一
一
人
で
あ
っ
た
。
一
同
は
、

部
署
を
定
め
て
倉
庫
・
借
蔵
の
目
塗

り
を
し
て
か
ら
五
条
坂
の
取
引
先
の

尾
張
安
へ
避
難
し
た
。
火
炎
は
、
東

の
河
原
町
か
ら
西
は
堀
川
ま
で
、
南

は
東
寺
辺
ま
で
燃
え
広
が
っ
て
、
洛

中
の
大
半
を
焼
き
尽
く
し
て
、
二
一

日
に
鎮
火
し
た
。

　

避
難
先
か
ら
自
店
の
焼
け
跡
に

戻
っ
た
一
同
は
、
焼
け
残
っ
た
倉
庫

と
借
蔵
を
開
扉
し
、
在
庫
品
の
無
事

を
確
認
し
て
安
堵
し
合
っ
た
。
正
之

と
原
三
は
直
ち
に
出
立
し
て
草
津
の

定
宿
野
村
屋
に
着
い
て
、
在
庫
品
の

無
事
を
関
東
の
取
引
先
へ
報
知
し
た
。

定
次
は
京
店
の
復
旧
用
材
木
を
大
坂

に
出
て
買
い
付
け
、
そ
の
年
一
一
月

二
七
日
に
は
六
角
店
を
再
建
で
き
た
。

そ
の
上
に
同
年
の
秋
に
は
、
同
業
者

で
関
東
へ
持
ち
下
り
商
い
を
す
る
者

は
極
め
て
少
な
か
っ
た
の
で
、
関
東

で
の
商
い
は
定
右
衛
門
家
の
独
り
舞

台
と
な
り
、
思
い
が
け
ぬ
大
利
を
得

た
。

　

明
治
二
年（
一
八
六
九
）一
月
に

な
る
と
時
代
の
大
転
換
を
機
敏
に
察

し
て
、
家
業
と
家
内
の
引
き
締
め
を

図
っ
て
塚
本
一
統
は
、
申
合
せ
状
を

作
成
し
た
。
二
代
目
塚
本
定
右
衛
門
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た
り
、
心
底
か
ら
の
忠
告
を
し
た
り

し
て
、
当
人
の
為
を
計
る
こ
と
。
当

の
本
人
も
自
省
し
て
心
得
違
い
に
気

付
い
た
な
ら
ば
、
怠
慢
な
先
非
を

悔
や
み
、
共
に
健
康
を
保
ち
、
名
誉

を
回
復
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
本
心
の

あ
る
時
は
悪
心
な
く
、
悪
念
の
あ
る

時
は
本
心
な
し
と
弁わ
き
まえ
る
こ
と
こ
そ
、

商
売
繁
盛
の
基
で
あ
り
、
そ
の
身
の

徳
と
な
る
。
支
配
人
の
地
位
に
就
く

者
は
、
こ
れ
ら
の
理
非
曲
直
を
若
い

人
々
が
得
心
す
る
よ
う
に
、
教
え
諭

さ
ね
ば
な
ら
な
い
。

第
六
条　
「
窮
し
て
心
を
動
か
さ

ず
」
は
、
予
期
せ
ぬ
災
厄
に
出
く
わ

し
た
と
き
の
対
応
に
つ
い
て
教
え
諭

し
た
も
の
で
あ
る
。
味
わ
い
深
い
文

章
な
の
で
、
現
代
文
表
記
の
読
み
下

し
文
と
そ
の
大
意
を
同
時
に
掲
げ
て

お
こ
う
。
読
み
下
し
文
は
次
の
通
り

で
あ
る
。

惣
て
物
ご
と
、
手
が
た
く
い
た
し
候

と
も
、
思
い
の
外
な
る
損
失
来
る
事

あ
る
も
の
に
候
、
古
今
の
歴
史
に
鑑
か
ん
が

み
て
知
る
べ
し
、
如
何
な
る
因
に
よ

り
て
か
、
い
か
な
る
縁
に
よ
り
て

か
、
道
を
守
る
善
人
も
窮
す
る
事
の

あ
る
も
世
の
習
い
に
候
へ
ば
、
そ
の

不ふ
し
あ
わ
せ

仕
合
の
重
り
し
時
に
及
び
て
も
、

常
々
の
心
を
乱
す
べ
か
ら
ず
、
必
す

道
に
背
き
規
則
を
越
る
等
の
事
あ
る

ま
じ
く
候
、
投
機
商
類
似
を
羨
む
べ

か
ら
ず
、
一
時
に
利
徳
を
得
ん
と
し

て
、
か
え
っ
て
多
分
の
損
失
を
招
く

事
あ
り
、
深
く
恐
る
べ
し
、
商
家
の

極
意
は
、
信
用
を
重
ん
じ
内
外
の
好

評
を
得
る
に
あ
り
、
た
だ
我
身
を
慎

し
み
、
諸
事
を
約
つ
づ
ま
やか

に
し
、
ま
す
ま

す
稼か

穡し
ょ
くを

つ
と
む
べ
し
、
然
れ
ば
、

家
内
和
合
し
て
天
道
に
合
い
、
気
運

徐
々
に
開
く
へ
し
、
永
久
の
心
得
を

相
続
す
る
人
、
こ
の
理
こ
と
わ

り
を
知
る
べ

し（
意
味
）

　

堅
実
に
商
売
を
し
て
い
て
も
、
予

想
外
の
損
失
を
こ
う
む
る
こ
と
が
あ

る
。
古
今
の
歴
史
を
見
て
も
分
か
る

こ
と
で
あ
る
。
ど
の
よ
う
な
因
縁
に

よ
っ
て
な
の
か
は
分
か
ら
な
い
が
、

道
を
キ
チ
ン
と
守
る
善
人
で
あ
っ
て

も
窮
地
に
お
ち
い
る
こ
と
の
あ
る
の

は
世
の
常
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
不

幸
が
重
な
っ
た
時
で
も
、
平
常
心
を

失
っ
て
は
な
ら
な
い
。
ヤ
ケ
に
な
っ

て
道
に
反
す
る
こ
と
を
し
た
り
規
則

を
破
っ
た
り
し
て
は
な
ら
な
い
。
投

機
商
の
よ
う
な
者
を
真
似
て
一
挙
に

利
得
を
得
て
挽
回
し
よ
う
と
企
ん
で

も
、
か
え
っ
て
損
失
を
大
き
く
す
る

だ
け
で
あ
る
。
商
家
の
極
意
は
信
用

を
重
ん
じ
内
外
の
好
評
を
得
る
こ
と

に
こ
そ
あ
る
。
進
退
窮
ま
る
よ
う
な

時
は
、
ひ
た
す
ら
身
を
慎
み
、
倹
約

に
徹
し
な
が
ら
、
ま
す
ま
す
家
業
に

励
む
こ
と
で
あ
る
。
そ
う
す
れ
ば
、

家
内
一
同
和
合
し
、
天
道
に
も
叶
い
、

運
気
も
徐
々
に
開
け
る
の
で
、
時
節

の
到
来
を
待
つ
こ
と
が
大
事
で
あ
る
。

　

文
末
の
後
文
で
は
、
次
の
よ
う
に

締
め
く
く
っ
て
い
る
。

　

以
上
の
箇
条
は
先
祖
の
遺
訓
を
平

生
の
心
得
ま
で
に
記
し
た
も
の
で
あ

り
、
時
勢
に
応
じ
て
世
間
の
動
向
を

観
察
し
、
油
断
な
く
日
夜
経
営
の
工

夫
を
重
ね
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
初

心
の
謙
虚
で
真
剣
な
想
い
を
忘
れ
る

よ
う
で
は
、
大
成
は
お
ぼ
つ
か
な
い
。

一
同
和
合
し
て
家
業
専
一
に
励
め
ば
、

多
く
の
人
の
歓
心
を
得
て
、
幸
せ
な

人
生
と
な
る
の
で
あ
り
、
そ
う
な
っ

て
こ
そ
子
孫
の
本
意
と
い
う
も
の
で

あ
る
。

「
家
内
申
合
書
」
の
作
成
は
、
塚
本

一
統
が
成
立
早
々
の
不
安
定
な
明
治

政
府
の
治
世
を
歓
迎
し
て
、
新
時
代

に
即
応
し
た
体
制
を
固
め
、
大
方
針

を
素
早
く
打
ち
出
し
た
こ
と
を
示
し

て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
時
代
の
機
先

を
制
す
る
判
断
を
も
た
ら
し
得
た
ア

ン
テ
ナ
の
背
景
に
は
、
定
次
、
正
之

兄
弟
が
時
勢
の
変
遷
の
先
端
を
行
く

浦
賀
・
横
浜
地
方
を
し
ば
し
ば
往
来

し
て
実
地
の
見
聞
を
身
に
着
け
て
い

た
こ
と
が
あ
る
。
さ
ら
に
、
定
次
が

明
治
元
年（
一
八
六
八
）に
福
沢
諭
吉

の
『
西
洋
事
情
』
を
読
ん
で
大
い
に

啓
発
を
受
け
て
い
た
こ
と
や
、
世
上

の
こ
と
に
は
超
越
し
て
い
た
は
ず
の

川
並
村
の
領
主
の
大
和
国
郡こ
お
り

山や
ま

藩

主
か
ら
さ
へ
、
世
の
行
く
末
を
案
じ

て
の
危
機
感
か
ら
発
す
る
諮
問
を
受

け
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
時
代
が
一
大

転
換
期
に
あ
る
こ
と
を
素
早
く
感
知

し
た
こ
と
が
影
響
し
た
と
考
え
ら
れ

る
。

11　

維
新
期
の
波
に
乗
っ
た
船
場
の
今
太
閤

　

総
合
商
社
の
伊
藤
忠
・
丸
紅
の
創

業
者
初
代
伊
藤
忠
兵
衛
は
、
安
政
五

年（
一
八
五
八
）一
七
歳
で
九
州
や

中
国
地
方
へ
の
西
国
持
下
り
商
い
と

い
う
麻
布
の
行
商
か
ら
商
界
に
身
を

投
じ
た
。
忠
兵
衛
が
西
国
行
商
に
従

事
し
て
い
た
当
時
は
、
下
関
戦
争
や

長
州
征
討
と
い
う
世
情
の
騒
然
と
し

た
時
代
で
あ
っ
た
。
当
然
、
忠
兵
衛

の
商
い
も
大
き
な
影
響
を
受
け
た
が
、

彼
は
被
害
を
蒙
る
よ
り
も
む
し
ろ
商

機
と
し
て
活
か
し
た
と
い
う
、
次
の

よ
う
な
逸
話
が
あ
る
。

　

慶
応
二
年（
一
八
六
六
）、
戦
時
体

制
下
に
あ
っ
た
長
州
藩
領
で
は
、
内

外
の
出
入
り
が
禁
じ
ら
れ
、
下
関
に

限
っ
て
外
来
商
人
の
出
入
り
が
許
さ

れ
て
い
た
。
下
関
を
得
意
場
と
し
て

い
た
忠
兵
衛
は
、
同
年
五
月
中
旬
に

麻
布
一
万
反
を
持
ち
下
り
、
下
関
で

一
〇
日
間
に
七
割
を
売
り
、
残
り
の

三
割
は
九
州
で
売
り
払
っ
た
。
六
月

上
旬
、
代
金
回
収
の
た
め
に
博
多

か
ら
再
び
防
長
へ
向
か
っ
て
乗
船
し
、

関
門
海
峡
に
さ
し
か
か
っ
た
時
、
武

装
し
た
軍
勢
が
小
倉
か
ら
門
司
の
田

ノ
浦
に
進
軍
す
る
の
を
見
た
。
第
二

次
征
長
に
遭
遇
し
た
の
で
あ
る
。
こ

の
争
乱
で
は
、
幸
い
な
こ
と
に
長
州

側
の
戦
勝
気
分
に
よ
っ
て
、
忠
兵
衛

の
代
金
回
収
は
順
調
に
い
っ
た
。

　

と
こ
ろ
が
七
月
中
旬
に
な
る
と
、

旅
人
を
下
関
に
留
め
置
く
こ
と
も
、

船
出
さ
せ
る
こ
と
も
で
き
な
い
こ
と

に
な
っ
た
。
約
一
五
〇
〇
両
の
売
掛

回
収
金
を
所
持
し
て
い
た
忠
兵
衛
は
、

途
方
に
暮
れ
、
付
近
の
空
き
家
で
他

の
旅
人
と
一
緒
に
四
〇
日
間
余
り
も

閉
じ
こ
も
っ
て
い
た
。
た
ま
た
ま
同

郷
の
商
人
三
人
が
長
崎
か
ら
下
関
付

近
の
彦
島
に
寄
港
し
た
の
を
知
っ
た

忠
兵
衛
は
、
出
か
け
て
行
っ
て
回
収

金
全
部
の
託
送
を
依
頼
し
た
。
大
金

は
無
事
に
近
江
の
自
宅
に
届
け
ら
れ
、

忠
兵
衛
自
身
は
戦
い
の
終
息
し
た
後

の
九
月
に
、
残
り
の
売
掛
金
を
回
収

し
て
帰
国
し
た（『
伊
藤
忠
1
0
0

年
』）。

　

こ
の
逸
話
は
、
時
代
の
大
き
な
転

換
点
に
あ
り
な
が
ら
、
戦
乱
の
渦
中

に
あ
っ
て
も
商
機
を
的
確
に
と
ら
え

て
実
行
に
移
す
、
大
商
社
の
創
業
者

ら
し
い
忠
兵
衛
の
大
胆
な
行
動
力
を

示
し
て
い
る
。
同
時
に
、
依
頼
に
応

じ
て
一
五
〇
〇
両
も
の
大
金
が
無
事

に
届
け
ら
れ
た
こ
と
は
、
商
人
間
に
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強
い
信
義
の
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。

　

慶
応
三
年（
一
八
六
七
）、
兄
の
長

兵
衛
か
ら
の
申
し
出
に
よ
っ
て
、
忠

兵
衛
は
兄
と
共
同
で
西
国
持
ち
下
り

商
い
に
従
事
す
る
が
、
明
治
三
年
に

商
圏
を
分
割
し
て
単
独
行
商
に
移
行

す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
し
か
し
忠
兵

衛
の
市
場
は
狭
小
で
不
利
で
あ
り
、

将
来
の
展
望
を
描
け
な
か
っ
た
の
で
、

自
分
の
商
圏
を
す
べ
て
兄
に
譲
っ
て
、

明
治
五
年（
一
八
七
二
）一
月
に
、
大

阪
に
開
店
す
る
こ
と
を
決
意
し
た
。

　

そ
れ
が
、
大
阪
本
町
二
丁
目
の
商

号
を
「
紅べ
ん

忠ち
ゅ
う」（

店
名
前
、伊
藤
忠
三

郎
）と
称
す
る
呉
服
太ふ
と

物も
の

問
屋
で
あ

る
。
そ
の
後
の
「
紅
忠
」
の
躍
進
は

目
覚
ま
し
く
、
そ
の
短
期
間
で
の
躍

進
ぶ
り
は
世
の
耳
目
を
惹
き
、「
船せ
ん

場ば

の
今い
ま

太た
い

閤こ
う

」
と
称
え
ら
れ
た
ほ
ど

で
あ
る
。
事
実
、
忠
兵
衛
一
代
の
資

産
は
、
明
治
三
四
年（
一
九
〇
一
）の

時
点
で
日
本
全
国
五
〇
万
円
以
上
の

資
産
家
四
四
一
人
の
う
ち
の
一
人
に

目
さ
れ
る
ま
で
に
急
速
に
増
大
し
た

（『
時
事
新
報
』）。
こ
の
急
速
な
増
大

は
、
伊
藤
忠
研
究
の
最
大
の
謎
で
あ

る
。

　

忠
兵
衛
自
身
は
大
阪
に
開
店
し
た

こ
と
を
、
競
争
相
手
の
ひ
し
め
く
商

い
の
牙
城
に
旗
揚
げ
し
て
、
大
成
を

狙
う
乾け
ん

坤こ
ん

一い
っ

擲て
き

の
大
勝
負
で
あ
っ
た
、

と
述
懐
し
て
い
る
。
忠
兵
衛
の
個
人

的
な
心
情
に
よ
る
大
阪
出
店
を
よ
り

大
き
な
視
点
か
ら
す
れ
ば
、
維
新
後

の
大
坂
で
の
株
仲
間
体
制
の
動
揺
解

体
を
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
と
と
ら
え

て
、
出
店
を
図
る
近
江
商
人
団
の
大

き
な
う
ね
り
の
一
環
で
あ
っ
た
。

　

大
阪
で
は
明
治
二
年
一
二
月
に
内

外
交
易
の
自
由
が
宣
言
さ
れ
、
同
五

年
四
月
に
株
仲
間
の
解
放
、
廃
止
が

実
施
さ
れ
た
。
そ
の
結
果
、
商
法
と

取
引
は
極
度
に
乱
脈
と
な
っ
た
の
で
、

旧
株
仲
間
と
気
脈
を
通
じ
る
同
業
組

合
が
台
頭
し
、
明
治
六
～
八
年
の
間

に
多
数
の
組
合
が
で
き
た
。
明
治
七

年
一
一
月
に
、
昔
か
ら
の
船
場
呉
服

問
屋
を
壱い
ち

番ば
ん

組ぐ
み

と
称
し
、
店
舗
に
よ

ら
な
い
仲
買
商
は
弐
番
組
に
分
け
ら

れ
た
。
呉
服
商
壱
番
組
組
合
規
則
の

第
一
条
に
よ
っ
て
、
旧
株
仲
間
の
規

約
を
廃
す
る
こ
と
を
宣
言
し
て
い
る
。

　

設
立
時
の
呉
服
壱
番
組
の
成
員
一

九
名
の
う
ち
、
近
江
商
人
を
店
名
前

で
挙
げ
る
と
、
立た
ち

木き

森
之
助（
小
泉

新
助
）・
外
村
与
七
郎（
外
村
与
左
衛

門
）・
稲
西
庄
兵
衛
・
塚
本
武
右
衛

門
・
伊
藤
忠
三
郎（
伊
藤
忠
兵
衛
）・

阿
部
元
太
郎（
阿
部
市
郎
兵
衛
）等
を

含
み
、
近
江
商
人
が
過
半
数
の
一
一

名
を
占
め
て
い
る
。

　

ま
た
、
関
東
織
物
卸
商
組
合
の
構

成
メ
ン
バ
ー
一
一
店
に
は
、
次
の
七

名
の
近
江
商
人
が
含
ま
れ
て
い
た
。

西
川
甚
五
郎
・
小
泉
重
助
・
阿
部
市

郎
兵
衛
・
外
村
市
郎
兵
衛
・
市
田
弥

一
郎
・
伊
藤
忠
兵
衛
・
西
村
健
次
郎

で
あ
る
。

　

小
泉
新
助
・
重
助
の
小
泉
一
統
、外

村
与
左
衛
門
・
市
郎
兵
衛
の
外
村
一

統
・
阿
部
市
郎
兵
衛
家
は
、
呉
服
壱

番
組
と
関
東
織
物
卸
商
組
合
の
両
方

に
名
前
を
連
ね
て
い
る
。
こ
れ
ら
の

著
名
な
老
舗
の
近
江
商
人
と
並
ん
で

伊
藤
忠
兵
衛
も
両
方
の
組
合
に
名
前

が
挙
が
っ
て
い
る
。
と
く
に
、
阿
部

一
統
と
小
泉
一
統
に
よ
る
大
阪
出
店

開
設
は
明
治
四
年
で
あ
り
、
伊
藤
忠

兵
衛
の
明
治
五
年（
一
八
七
二
）一
月

の
大
阪
開
店
と
ほ
と
ん
ど
同
時
で
あ

る
。
株
仲
間
の
解
放
・
廃
止
に
よ
っ

て
、
新
参
の
近
江
商
人
も
船
場
呉
服

問
屋
の
壱
番
組
に
参
入
で
き
た
の
で

あ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
近
江
商
人
団
の
大
阪

進
出
を
明
治
三
六
年（
一
九
〇
三
）

刊
の
『
大
阪
府
誌
』
は
、
慶
応
三
年

（
一
八
六
七
）の
頃
は
、
関
東
織
物
の

み
を
扱
う
問
屋
業
に
は
、
外
村
与
左

衛
門
の
出
店
と
稲
西
屋
庄
兵
衛
が
あ

る
ば
か
り
で
あ
っ
た
が
、「
維
新
の
際
、

江
州
人
の
入
来
た
り
て
更
に
開
業
せ

し
よ
り
、
今
は
二
十
名
以
上
に
達
せ

り
と
い
ふ
」
と
述
べ
、
維
新
後
か
ら

関
東
呉
服
を
扱
う
近
江
商
人
の
大
阪

進
出
が
著
し
か
っ
た
こ
と
に
ふ
れ
て

い
る
。
こ
う
し
た
こ
と
を
考
え
合
わ

せ
る
と
、
忠
兵
衛
の
一
大
決
心
に
よ

る
大
阪
開
店
は
、
明
治
維
新
期
の
波

に
乗
っ
た
近
江
商
人
団
の
大
阪
進
出

と
い
う
大
き
な
背
景
の
あ
っ
た
こ
と

が
読
み
取
れ
る
の
で
あ
る
。

九州小倉合戦（第二次征長）のかわら版（萩博物館蔵）



三　方　よ　し令和３年12月20日 第48号（8）

手入れが行き届いたお庭

屋敷修復に大活躍された
小泉陽助さん

し
た
座
敷
で
早
速
、
財
団
法
人
近
江

商
人
歴
史
保
存
会
理
事
長
の
奥
野
純

彦
様
が
ご
登
場
、
京
都
小
泉
株
式
会

社
取
締
役
相
談
役
で
あ
っ
た
奥
野
様

か
ら
は
、
先
代
、
先
々
代
の
経
営
姿

勢
、
小
泉
イ
ズ
ム
の
よ
う
な
こ
と
に

も
ふ
れ
て
い
た
だ
き
経
営
現
場
の
様

子
を
お
話
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
し

て
、
近
江
商
人
博
物
館
学
芸
員
上
平

千
恵
さ
ん
か
ら
は
小
泉
の
歴
史
を
紹

介
い
た
だ
き
、
最
後
に
は
、
陽
助
さ

ん
の
涙
ぐ
ま
し
い
家
屋
修
復
の
経
過

報
告
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
小
泉
家
の
三
男
と
し
て
生
ま
れ
、

ア
メ
リ
カ
で
仕
事
を
さ
れ
て
い
た
陽

助
さ
ん
が
、
廃
屋
寸
前
だ
っ
た
こ
の

屋
敷
の
大
修
理
に
長
年
取
り
組
ま
れ

た
お
蔭
で
、
立
派
に
蘇
り
ま
し
た
。

　
創
業
地
を
思
う
陽
助
さ
ん
の
格
闘

の
結
果
、
小
泉
グ
ル
ー
プ
で
も
創
業

家
保
存
に
向
け
た
体
制
が
整
っ
た
の

で
し
た
。

　
修
復
さ
れ
た
各
部
屋
に
は
、
小
泉

の
歴
史
を
伝
え
る
商
品
や
、
社
員
教

育
の
現
状
復
元
な
ど
素
晴
ら
し
い
展

示
内
容
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　
小
泉
家
を
あ
と
に
し
て
、
愛
知
川

で
は
、
近
江
商
人
の
代
表
的
な
扱
い

商
品
で
あ
る
麻
布
に
つ
い
て
大
変
興

味
深
い
お
話
を
聞
き
ま
し
た
。

　
湖
東
商
人
と
ひ
と
く
く
り
に
さ
れ

る
も
の
の
、
五
個
荘
、
豊
郷
、
愛
知

川
、
そ
れ
ぞ
れ
に
商
い
の
背
景
や
手

法
が
異
な
る
こ
と
を
さ
ら
に
追
及
し

た
い
も
の
だ
と
感
じ
た
今
回
の
三
方

よ
し
講
座
で
し
た
。
ご
参
加
の
皆
さ

ん
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

（
事
業
委
員
長
　
田
中
恵
理
子
記
）

　

緊
急
事
態
宣
言
が
解
除
さ
れ
、
次
第

に
平
常
が
戻
っ
て
き
た
昨
今
、
今
度
は

ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
の
あ
り
方
が
問
わ
れ
る

よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
こ
う
し
た

時
代
に
近
江
商
人
は
ど
の
よ
う
な
行
動

を
し
た
の
か
、
末
永
國
紀
先
生
の
続
編

を
掲
載
し
ま
し
た
。

　

先
だ
っ
て
、
東
証
一
部
上
場
の
人
材

会
社
様
か
ら
の
ご
要
請
で
幹
部
４
名
様

を
、
滋
賀
大
学
史
料
館
に
始
ま
り
、
豊

郷
、
五
個
荘
、
近
江
八
幡
を
ご
案
内
し

ま
し
た
。「
三
方
よ
し
」
は
何
と
な
く

わ
か
っ
て
い
る
が
、
本
当
は
な
ん
だ
と

い
う
答
え
を
見
つ
け
る
た
め
の
ご
来
県

で
、
滋
賀
で
の
学
び
が
こ
れ
か
ら
の
ビ

ジ
ネ
ス
に
必
要
だ
と
の
こ
と
で
、
皆
さ

ん
真
剣
で
し
た
。
そ
れ
だ
け
に
ご
案
内

に
も
力
が
入
っ
た
の
で
す
が
、
何
事
に

も
貪
欲
で
真
剣
な
ま
な
ざ
し
に
、
こ
ち

ら
も
学
ぶ
こ
と
が
多
い
2
日
間
で
し
た
。

そ
の
後
、
参
加
者
の
お
ひ
と
り
の
Ｆ
Ｂ

に
「『
三
方
よ
し
』
の
考
え
方
は
、近
江

か
ら
遠
く
離
れ
た
見
知
ら
ぬ
土
地
で
よ

そ
者
扱
い
さ
れ
る
中
で
、
何
代
に
も
わ

た
っ
て
『
商
い
と
は
？
』
を
問
い
続
け

て
磨
か
れ
た
も
の
だ
と
思
う
。
必
要
と

さ
れ
続
け
る
た
め
に
は
、
独
占
で
は
な

く
共
有
。
分
断
で
は
な
く
融
合
。
支
配

で
は
な
く
支
援
し
て
い
く
こ
と
を
第
一

と
し
た
近
江
商
人
。
天
下
を
獲
り
に
行

く
大
阪
商
人
や
江
戸
商
人
の
華
や
か
さ

や
豪
快
さ
と
は
ま
た
違
う
、
未
来
永
劫

続
く
こ
と
を
目
指
し
た
商
売
人
の
魂
を

感
じ
た
旅
で
し
た
。」と
う
れ
し
い
感
想

が
記
載
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

て
ん
び
ん
棒
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毎
回
多
く
の
皆
様
の
ご
期
待
い
た

だ
い
て
い
る
三
方
よ
し
講
座
で
す
が
、

コ
ロ
ナ
禍
と
い
う
こ
と
で
、
今
回
は
、

会
員
の
み
の
募
集
で
行
い
ま
し
た
。

　
参
加
者
20
名
は
能
登
川
駅
に
集
合

し
、
バ
ス
で
五
個
荘
山
本
の
小
泉
邸

に
向
か
い
ま
し
た
。
バ
ス
が
到
着
し

た
の
は
小
泉
家
の
氏
神
さ
ん
で
も
あ

る
百
々
矢
神
社
。
陶
芸
家
と
し
て
ご

活
躍
の
小
泉
美
恵
さ
ん
の
出
迎
え
を

受
け
、
小
泉
家
に
到
着
。

　
手
入
れ
が
行
き
届
い
た
お
庭
に
面

小泉創業の地に学ぶ
小泉グループ創業家「小泉重助」本宅と愛知川の近江商人ゆかりの地の見学

三方よし講座

令和３年10月３日㈰
小泉重助家（東近江市五個荘山本町）、近江上布産業会館、愛知川ふれあい本陣

日   時

場   所

近江商人博物館の上平千恵さん

日野町ご出身で小泉重助本宅に
入社された奥野純彦氏

近江麻の織機


